
５．長崎県ＵＴのこれから 空港案内所2021年1月30日開所



長崎県ユニバーサルツーリズム産業共同提案体が発足





（１）旅行者のことを知る！

• おしゃれに年齢は関係ない！（マッサージ＆メイク編）

６．ＵＴを進めるために、皆さんができること！



•見えなくても感じる！（外出編）



•車いすでも参加できる！（運動会編）



•福祉用具を使う！（原城編）

（２）既成概念を捨てる！



• スロープや手すりを使う！（イルカウォッチング編）



ＵＴ旅行者を受け入れるためには・・・

○旅行者の想いや身体状態を知る！（医療・介護の基本）

○排除ではなく配慮する！（どうしたらできるかを考える）

○寄り添う！（手伝うことではない）＝自立支援！

○ ソーシャルディスタンスで安心・安全を確保！

（参考）

・ 物理的、身体的な距離（フィジカルディスタンス）

・ 社会的な距離＝心理的なものも含む人と人との距離（ソーシャルディスタンス）



（３）旅行者が選べる情報を届ける！

バリア、バリアフリーの施設実態の調査・整理とデータ化、及び旅行関連
情報のインターネット等による情報発信

※身体障害者の場合はアクティブな人が多く、自分で探す！



参考例１

https://www.seizanyamato.jp/

青山やまと

（静岡県伊東市）













７．おもてなしと心のバリアフリー

①障害は個性であること。

• おもてなし＝お客様を喜ばせ、満足してもらうためにお客様の立場に立ち、お

客様の目的・状況・ニーズに合わせて気配りし、それに基づいて行う直接的ま

たは間接的な行為

②障害、年齢、国や文化の違いを受入れ、

理解し、認め合うこと

共生社会の実現は共有社会の実践から

経験＝感動を共有！ 上原氏談（写真中央）

≪心のバリアフリー≫



「共有社会」の実現

※長崎県レクボッチャ協会提供

レクリエーションボッチャ （第1回長与町レクリエーションボッチャ祭り）



•心に刻まれる旅行

2018.4.22～4/24（大阪⇒長崎）

▶温泉地などへの旅行は
心身をリフレッシュ

▶介護のために家を離れ
られない家族が一緒に
旅行することができる。

▶本人、家族の喜び
（思い出、記念など）

７．さいごに



ご清聴ありがとうございました。


